
皆様おはようございます。早１月も最後の礼拝となりました。 

この冬の最大寒波とのことで不安でしたが、皆様大丈夫でいらっしゃいましたか。雪はさほ

どではなかったのかもしれませんが、毎日身を切るような寒さが続いております。どうぞお

体にお気を付けください。 

 

今日は黙示録１８章が開かれております。いよいよ苦しみの出口が近づいています。 

 

1 この後、わたしは、もうひとりの御使が、大いなる権威を持って、天から降りて来るのを

見た。地は彼の栄光によって明るくされた。 

 

神様は、御使いにご自身の権威と栄光を伴わせ、地に派遣してくださいました。地はその栄

光によって明るくされました。 

 

血は悪の業によって暗くされていました。そこには苦しみと迫害がありました。右、左、上、

下、どこを見渡しても血には暗闇が覆っていました。しかし時至って、神様は御使いを送っ

て、神様の権威と栄光に酔って御使いを輝かせ、そして地にいる私たちをも輝かせ、そして

この世界を輝かせてくださいます。 

 

 

2 コリント 4:6 「やみの中から光が照りいでよ」と仰せになった神は、キリストの顔に輝く

神の栄光の知識を明らかにするために、わたしたちの心を照して下さったのである。 

 4:7 しかしわたしたちは、この宝を土の器の中に持っている。その測り知れない力は神の

ものであって、わたしたちから出たものでないことが、あらわれるためである。 

 4:8 わたしたちは、四方から患難を受けても窮しない。途方にくれても行き詰まらない。 

 4:9 迫害に会っても見捨てられない。倒されても滅びない。 

 4:10 いつもイエスの死をこの身に負うている。それはまた、イエスのいのちが、この身に

現れるためである。 

 4:11 わたしたち生きている者は、イエスのために絶えず死に渡されているのである。それ

はイエスのいのちが、わたしたちの死ぬべき肉体に現れるためである。 

4:16 だから、わたしたちは落胆しない。たといわたしたちの外なる人は滅びても、内なる

人は日ごとに新しくされていく。 

4:17 なぜなら、このしばらくの軽い患難は働いて、永遠の重い栄光を、あふれるばかりに

わたしたちに得させるからである。 

 4:18 わたしたちは、見えるものにではなく、見えないものに目を注ぐ。見えるものは一時

的であり、見えないものは永遠につづくのである。 

 



2 彼は力強い声で叫んで言った、「倒れた、大いなるバビロンは倒れた。そして、それは悪

魔の住む所、あらゆる汚れた霊の巣くつ、また、あらゆる汚れた憎むべき鳥の巣くつとなっ

た。 

 

大いなる、放蕩と淫蕩の、傲慢と不遜の都とその悪の勢力は倒れました。それはそれが行き

つくべき荒れ果てた住みかへと帰結しました。 

 

3 すべての国民は、彼女の姦淫に対する激しい怒りのぶどう酒を飲み、地の王たちは彼女と

姦淫を行い、地上の商人たちは、彼女の極度のぜいたくによって富を得たからである」。 

 

姦淫、姦淫、極度のぜいたく。 

悪の力になびき、与(くみ)し、その中によって甘い汁をすすった、濡れ手に粟の人たち、同

じ穴の狢、そうして栄華を極め、人を見下して傲慢に過ごした人たちにも神様の怒りのぶど

う酒が注がれます。 

 

4 わたしはまた、もうひとつの声が天から出るのを聞いた、「わたしの民よ。彼女から離れ

去って、その罪にあずからないようにし、その災害に巻き込まれないようにせよ。 

5 彼女の罪は積り積って天に達しており、神はその不義の行いを覚えておられる。 

 

その罪はその災害をもたらします。道ならぬ道を辿る者には悪しき結末が訪れます。災害に

巻き込まれないために、苦しみ、打ち傷を受けないために、私たちはこの悪の、魔力的な誘

惑から逃げ、離れ去って自らを守りたいと願います。その悪による罪は、天に達するほどで

あり、その早急の裁きは明白だからです。 

 

 

ヤコブ 1:25 これに反して、完全な自由の律法を一心に見つめてたゆまない人は、聞いて忘

れてしまう人ではなくて、実際に行う人である。こういう人は、その行いによって祝福され

る。 

 1:26 もし人が信心深い者だと自任しながら、舌を制することをせず、自分の心を欺いてい

るならば、その人の信心はむなしいものである。 

 1:27 父なる神のみまえに清く汚れのない信心とは、困っている孤児や、やもめを見舞い、

自らは世の汚れに染まずに、身を清く保つことにほかならない。 

 

ローマ 12:1 兄弟たちよ。そういうわけで、神のあわれみによってあなたがたに勧める。あ

なたがたのからだを、神に喜ばれる、生きた、聖なる供え物としてささげなさい。それが、

あなたがたのなすべき霊的な礼拝である。 



 12:2 あなたがたは、この世と妥協してはならない。むしろ、心を新たにすることによって、

造りかえられ、何が神の御旨であるか、何が善であって、神に喜ばれ、かつ全きことである

かを、わきまえ知るべきである。 

 12:3 わたしは、自分に与えられた恵みによって、あなたがたひとりびとりに言う。思うべ

き限度を越えて思いあがることなく、むしろ、神が各自に分け与えられた信仰の量りにした

がって、慎み深く思うべきである。 

 

 

1 ペテロ 5:5 同じように、若い人たちよ。長老たちに従いなさい。また、みな互に謙遜を身

につけなさい。神は高ぶる者をしりぞけ、へりくだる者に恵みを賜うからである。 

 5:6 だから、あなたがたは、神の力強い御手の下に、自らを低くしなさい。時が来れば神

はあなたがたを高くして下さるであろう。 

 5:7 神はあなたがたをかえりみていて下さるのであるから、自分の思いわずらいを、いっ

さい神にゆだねるがよい。 

 5:8 身を慎み、目をさましていなさい。あなたがたの敵である悪魔が、ほえたけるししの

ように、食いつくすべきものを求めて歩き回っている。 

 5:9 この悪魔にむかい、信仰にかたく立って、抵抗しなさい。あなたがたのよく知ってい

るとおり、全世界にいるあなたがたの兄弟たちも、同じような苦しみの数々に会っているの

である。 

 5:10 あなたがたをキリストにある永遠の栄光に招き入れて下さったあふるる恵みの神は、

しばらくの苦しみの後、あなたがたをいやし、強め、力づけ、不動のものとして下さるであ

ろう。 

 5:11 どうか、力が世々限りなく、神にあるように、アァメン。 

 

 

6 彼女がしたとおりに彼女にし返し、そのしわざに応じて二倍に報復をし、彼女が混ぜて入

れた杯の中に、その倍の量を、入れてやれ。 

7 彼女が自ら高ぶり、ぜいたくをほしいままにしたので、それに対して、同じほどの苦しみ

と悲しみとを味わわせてやれ。彼女は心の中で『わたしは女王の位についている者であって、

やもめではないのだから、悲しみを知らない』と言っている。 

8 それゆえ、さまざまの災害が、死と悲しみとききんとが、一日のうちに彼女を襲い、そし

て、彼女は火で焼かれてしまう。彼女をさばく主なる神は、力強いかたなのである。 

9 彼女と姦淫を行い、ぜいたくをほしいままにしていた地の王たちは、彼女が焼かれる火の

煙を見て、彼女のために胸を打って泣き悲しみ、 

10 彼女の苦しみに恐れをいだき、遠くに立って言うであろう、『ああ、わざわいだ、大いな

る都、不落の都、バビロンは、わざわいだ。おまえに対するさばきは、一瞬にしてきた』。 



11 また、地の商人たちも彼女のために泣き悲しむ。もはや、彼らの商品を買う者が、ひと

りもないからである。 

12 その商品は、金、銀、宝石、真珠、麻布、紫布、絹、緋布、各種の香木、各種の象牙細

工、高価な木材、銅、鉄、大理石などの器、 

13 肉桂、香料、香、におい油、乳香、ぶどう酒、オリブ油、麦粉、麦、牛、羊、馬、車、

奴隷、そして人身などである。 

14 おまえの心の喜びであったくだものはなくなり、あらゆるはでな、はなやかな物はおま

えから消え去った。それらのものはもはや見られない。 

15 これらの品々を売って、彼女から富を得た商人は、彼女の苦しみに恐れをいだいて遠く

に立ち、泣き悲しんで言う、 

16 『ああ、わざわいだ、麻布と紫布と緋布をまとい、金や宝石や真珠で身を飾っていた大

いなる都は、わざわいだ。 

17 これほどの富が、一瞬にして無に帰してしまうとは』。また、すべての船長、航海者、水

夫、すべて海で働いている人たちは、遠くに立ち、 

18 彼女が焼かれる火の煙を見て、叫んで言う、『これほどの大いなる都は、どこにあろう』。 

19 彼らは頭にちりをかぶり、泣き悲しんで叫ぶ、『ああ、わざわいだ、この大いなる都は、

わざわいだ。そのおごりによって、海に舟を持つすべての人が富を得ていたのに、この都も

一瞬にして無に帰してしまった』。 

 

 

富と力と名声に目がくらみ、驕り高ぶり、人を見下し、傲慢にふるまい、弱い立場の人には

目もくれずに自分の欲得で動く人たちのいかに多いことでしょうか。 

 

「奴隷、そして人身」人の命さえ売り買いする人たちです。何の良心の呵責も痛みもありま

せん。 

ローマもコロッセオ建設のためにエルサレムを陥落させ、神殿の宝物を強奪し、民を奴隷商

人に売り、あの権勢は成りました(昨日 NHK で放送していました)。 

 

金、銀、宝石、真珠、麻布、紫布、絹、緋布、各種の香木、各種の象牙細工、高価な木材、

銅、鉄、大理石などの器、肉桂、香料、香、におい油、乳香、ぶどう酒、オリブ油、麦粉、

麦、牛、羊、馬、車、奴隷、そして人身。ありとあらゆる欲望の赴くままの生活。 

 

１ヨハネ 2:15 世と世にあるものとを、愛してはいけない。もし、世を愛する者があれば、

父の愛は彼のうちにない。 

 2:16 すべて世にあるもの、すなわち、肉の欲、目の欲、持ち物の誇は、父から出たもので

はなく、世から出たものである。 



 2:17 世と世の欲とは過ぎ去る。しかし、神の御旨を行う者は、永遠にながらえる。 

 2:18 子供たちよ。今は終りの時である。あなたがたがかねて反キリストが来ると聞いてい

たように、今や多くの反キリストが現れてきた。それによって今が終りの時であることを知

る。 

 2:19 彼らはわたしたちから出て行った。しかし、彼らはわたしたちに属する者ではなかっ

たのである。もし属する者であったなら、わたしたちと一緒にとどまっていたであろう。し

かし、出て行ったのは、元来、彼らがみなわたしたちに属さない者であることが、明らかに

されるためである。 

 2:20 しかし、あなたがたは聖なる者に油を注がれているので、あなたがたすべてが、その

ことを知っている。 

 2:21 わたしが書きおくったのは、あなたがたが真理を知らないからではなく、それを知っ

ているからであり、また、すべての偽りは真理から出るものでないことを、知っているから

である。 

 2:22 偽り者とは、だれであるか。イエスのキリストであることを否定する者ではないか。

父と御子とを否定する者は、反キリストである。 

 2:23 御子を否定する者は父を持たず、御子を告白する者は、また父をも持つのである。 

 2:24 初めから聞いたことが、あなたがたのうちに、とどまるようにしなさい。初めから聞

いたことが、あなたがたのうちにとどまっておれば、あなたがたも御子と父とのうちに、と

どまることになる。 

 

 

マタイ 16:22 すると、ペテロはイエスをわきへ引き寄せて、いさめはじめ、「主よ、とんで

もないことです。そんなことがあるはずはございません」と言った。 

 16:23 イエスは振り向いて、ペテロに言われた、「サタンよ、引きさがれ。わたしの邪魔を

する者だ。あなたは神のことを思わないで、人のことを思っている」。 

 16:24 それからイエスは弟子たちに言われた、「だれでもわたしについてきたいと思うな

ら、自分を捨て、自分の十字架を負うて、わたしに従ってきなさい。 

 16:25 自分の命を救おうと思う者はそれを失い、わたしのために自分の命を失う者は、そ

れを見いだすであろう。 

 16:26 たとい人が全世界をもうけても、自分の命を損したら、なんの得になろうか。また、

人はどんな代価を払って、その命を買いもどすことができようか。 

 16:27 人の子は父の栄光のうちに、御使たちを従えて来るが、その時には、実際のおこな

いに応じて、それぞれに報いるであろう。 

 16:28 よく聞いておくがよい、人の子が御国の力をもって来るのを見るまでは、死を味わ

わない者が、ここに立っている者の中にいる」。 

 



「わたしの民よ。彼女から離れ去って、その罪にあずからないようにし、その災害に巻き込

まれないようにせよ。」この言葉が、ずしりと胸に響きます。 

 

18:21 すると、ひとりの力強い御使が、大きなひきうすのような石を持ちあげ、それを海に

投げ込んで言った、「大いなる都バビロンは、このように激しく打ち倒され、そして、全く

姿を消してしまう。 

 18:22 また、おまえの中では、立琴をひく者、歌を歌う者、笛を吹く者、ラッパを吹き鳴

らす者の楽の音は全く聞かれず、あらゆる仕事の職人たちも全く姿を消し、また、ひきうす

の音も、全く聞かれない。 

 18:23 また、おまえの中では、あかりもともされず、花婿、花嫁の声も聞かれない。とい

うのは、おまえの商人たちは地上で勢力を張る者となり、すべての国民はおまえのまじない

でだまされ、 

 18:24 また、預言者や聖徒の血、さらに、地上で殺されたすべての者の血が、この都で流

されたからである」。 

 

ついに裁きの時が来ます。もはや、もはや、もはや、もはや、もはや。５回にわたって、も

はや…は…しないと書かれます。 

人の命を軽んずる、その傲慢と罪の所業に対しては必ず主の裁きが成ります。 

しかしイエス様は私たちに命を与えるためにご自分の身を滅ぼしてくださいました。それ

ゆえ、イエス様の御名はとこしえにあがめられます。私たちはただこの方から学び、教えら

れ、このお方を模範として、黄泉がえりの命にあやかって進ませて頂こうではありませんか。 

 

ビリピ 2:1 そこで、あなたがたに、キリストによる勧め、愛の励まし、御霊の交わり、熱愛

とあわれみとが、いくらかでもあるなら、 

 2:2 どうか同じ思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、一つ思いになって、わたし

の喜びを満たしてほしい。 

 2:3 何事も党派心や虚栄からするのでなく、へりくだった心をもって互に人を自分よりす

ぐれた者としなさい。 

 2:4 おのおの、自分のことばかりでなく、他人のことも考えなさい。 

 2:5 キリスト・イエスにあっていだいているのと同じ思いを、あなたがたの間でも互に生

かしなさい。 

 2:6 キリストは、神のかたちであられたが、神と等しくあることを固守すべき事とは思わ

ず、 

 2:7 かえって、おのれをむなしうして僕のかたちをとり、人間の姿になられた。その有様

は人と異ならず、 

 2:8 おのれを低くして、死に至るまで、しかも十字架の死に至るまで従順であられた。 



 2:9 それゆえに、神は彼を高く引き上げ、すべての名にまさる名を彼に賜わった。 

 2:10 それは、イエスの御名によって、天上のもの、地上のもの、地下のものなど、あらゆ

るものがひざをかがめ、 

 2:11 また、あらゆる舌が、「イエス・キリストは主である」と告白して、栄光を父なる神

に帰するためである。 

 2:12 わたしの愛する者たちよ。そういうわけだから、あなたがたがいつも従順であったよ

うに、わたしが一緒にいる時だけでなく、いない今は、いっそう従順でいて、恐れおののい

て自分の救の達成に努めなさい。 

 2:13 あなたがたのうちに働きかけて、その願いを起させ、かつ実現に至らせるのは神であ

って、それは神のよしとされるところだからである。 

 2:14 すべてのことを、つぶやかず疑わないでしなさい。 

 

 

へブル 

 12:1 こういうわけで、わたしたちは、このような多くの証人に雲のように囲まれているの

であるから、いっさいの重荷と、からみつく罪とをかなぐり捨てて、わたしたちの参加すべ

き競走を、耐え忍んで走りぬこうではないか。 

 12:2 信仰の導き手であり、またその完成者であるイエスを仰ぎ見つつ、走ろうではないか。

彼は、自分の前におかれている喜びのゆえに、恥をもいとわないで十字架を忍び、神の御座

の右に座するに至ったのである。 

 12:3 あなたがたは、弱り果てて意気そそうしないために、罪人らのこのような反抗を耐え

忍んだかたのことを、思いみるべきである。 

 12:4 あなたがたは、罪と取り組んで戦う時、まだ血を流すほどの抵抗をしたことがない。 

 12:5 また子たちに対するように、あなたがたに語られたこの勧めの言葉を忘れている、／

「わたしの子よ、／主の訓練を軽んじてはいけない。主に責められるとき、弱り果ててはな

らない。 

 12:6 主は愛する者を訓練し、／受けいれるすべての子を、／むち打たれるのである」。 

 12:7 あなたがたは訓練として耐え忍びなさい。神はあなたがたを、子として取り扱ってお

られるのである。いったい、父に訓練されない子があるだろうか。 

 

◇祈祷；天の父なる神様、今日の礼拝を感謝します。驕り(おごり)と悪

徳と豪勢を極めた悪の勢力は一日、一瞬のうちに終わりの時を迎え、地

に明るさが戻ったという出来事に感謝いたします。「わたしの民よ、彼



女から離れ去れ。その罪に加わったり、その災いに巻き込まれたりしな

いようにせよ」とのお言葉をしかと胸に刻みます。むしろ「信仰の創始

者また完成者であるイエスを見つめながら」進めるようにお守り下さ

い。子供からお年寄りまで、あらゆる年齢の方々が、この時こそ教会に

て、イエス・キリストに出会うことができますようにお願いいたします。

私たちの家族と、地域の方々を祝福して下さい。主イエス様の御名によ

って祈ります。アーメン 

 

 


